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 38日間の夏休みが終わり、子供たちの元気な

声が喜沢小に戻ってきました。交通事故や不審

者被害、水の事故、熱中症といった大きな事故

の報告がなく、無事に新学期を迎えられたこと

を何より嬉しく思っております。 

 この夏休み期間中、校舎前通路の舗装改修工

事を行いました。これまで雨の日には門から昇

降口までに大きな水たまりが二か所でき、歩き

にくさがありましたが、今後は安心して通って

いただけます。保護者の皆様も、懇談会や授業

参観でお越しの際にぜひご覧ください。 

 

 さて、私は「宿題」ではなく「家庭学習」と

いう言葉を大切にしています。 

「宿題」という言葉には、「やらされるもの」「や

りたくないもの」といったネガティブなイメー

ジをもつ人が多く、子供たちに尋ねても同じよ

うな答えが返ってくることが少なくありません。  今年の夏休みに取り組んだ自主学習でも、多

 しかし本来必要なのは、そうした「やらされ くの子供たちから「工夫したこと」や「頑張っ

感」から脱却し、自分で進んで学習に取り組む たこと」を知ることができました。自ら進んで

姿勢なのです。本校では「与えられ、指示通り 学ぶ喜沢っ子が増えてきていることを、非常に

に動くだけでなく、自ら問題意識をもって試行 頼もしく感じています。 

錯誤しながら価値を生み出せる」、そんな創造性  なお、自主学習ノートを1冊終えた児童には「努

あふれる「喜沢っ子」の育成を目指しています。 力賞」を授与しています。今後もこの取組を継

 創造性は、これからの社会でますます必要と 続することで、学ぶ「喜び沢山」の学校をつく

される力です。AIなどのテクノロジーが急速に り、子供たちの創造性とやる気を育んでまいり

発展する現代だからこそ、変化に柔軟に対応し、 ます。そして「夢をもつ」「自分で考える」とい

イノベーションを生み出す原動力となる「創造 う学校教育目標の実現に向け、自分で学んでい

性をもった人材」が世界中で求められています。 く喜沢っ子を全力で応援していきます。 

 この「創造性」を育むためには、一見関係の  さて、前期も残り1か月余りとなりました。1

ない様々な分野の疑問やアイデアをつなぎ合わ 0月9日の前期終業式に向け、学校ではしっかり

せたり、芸術に触れたり、時には「落書き」を とまとめを行っていきます。 

してみたりするような柔軟な体験も大切だと言  前期に果たすべき学習や活動を振り返り、自

われています。 身の成長と今後の課題を整理して、後期へとつ

 そこで本校では、主体的な家庭学習の定着を なげてまいりたいと思います。 

目指し、金曜日を「きざわ学びの日」と定めて   今後とも本校の教育活動へのご理解とご協力

自主学習を推進していきます。 を、よろしくお願い申し上げます。

今の学びの一歩先へ。金曜日は「きざわ学びの日」

自分から考え、行動しよう
自分もみんなも大切にしよう
あきらめないでやりきろう

「創造性」と「やる気」を育む

校長 山根 淳一




